
＜ 夏の終わりに、牛久自然観察の森を歩く ～ ⑧ その他の動物たち ＞

９/２、夏の終わりに歩いた牛久自然観察の森。最終回は、その他の動物たちです。

ハネグロアカコマユバチがいろいろな花の蜜を吸っていました。コマユバチの仲間はチョウやガ
みつ す

の幼 虫などに 卵 を産みつけ、孵化したハチの幼 虫はその栄養を吸い取って成長します。このような関
ようちゅう たまご う ふ か ようちゅう えいよう

係を「寄生：きせい」といいますが、右の虫こぶもそう。アブラムシ（ｴｺﾞﾉﾈｺｱｼｱﾌﾞﾗﾑｼ）がエゴノキに

寄生してできる虫こぶで、形がネコの足に似ていることからエゴノネコアシフシと名づけられました。
に

次は花でなく木の汁を吸うセミ。まだアブラゼミ
しる

もツクツクホウシも、このヒグラシも盛んに鳴い
さか

ていました。セミのからだは樹皮にまぎれて見つけ
じ ゅ ひ

にくいですね。近くで鳴いていても、目が慣れない
な

と探すのに苦労します。飛び立って別の木に移ると
さが うつ

きがねらいめ。今回は、ちょうどストロー（口吻：

こうふん）を幹に刺して、木の汁を吸っている写真
みき さ しる

がとれました。

ネイチャーセンタ

ー前の池には、いつ

ものようにトウキ

ョウダルマガエル

がいました。以前は

近所の田んぼなどで

よく見かけました

が、ここ数年でめっ

きり少なくなったように思います。原因は何なのか？ 珍 しい生きものにばかり目が行きがちですが、私
めずら

は「当たり前のようにいた生きものが気がつくといなくなってた」というのが一番こわいと思っていま

す。今回は他に、ツチガエルも見られました。(10月3日、「子どものヒキガエル」をツチガエルに訂正)【理科支援員:宮内】
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花 蜜を吸う寄生バチ､ハネグロアカコマユバチ(左)と､アブラムシが寄生してエゴノキにできた虫こぶ、ｴｺﾞﾉﾈｺｱｼﾌｼ(右)。
はなみつ きせい きせい

口先をさしこんで、木の汁を吸うヒグラシ。
しる

ネイチャーセンター前の池にいたトウキョウダルマガエル(左)と、ツチガエル(右)。


